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　戦後77年、広島原爆の日に近い7月31日（日）、コープみらいの平和の取り組みとして、”知り・学び・伝える”を目的にコーププラザ千葉にて、
「子ども記者になって新聞を作ろう！ 今しか聞けない！ 被爆体験者を取材」を開催しました。
　小学生の親子4組10人が参加し、子どもたちは記者となって原爆被爆者や千葉県ユニセフ協会の方から被爆体験や命の大切さ、ウクライナの
子どもたちの現状などについて聞きました。そして千葉日報社の編集局員から新聞作りのアドバイスを受けながら「平和新聞」を作り上げました。

　それぞれの話を聞いた後、子どもたちは講演者に質問をしたり展示して
ある地雷に触ったり、悲惨な原爆のパネルに目をそらしたりしていました。
子どもの一人が小谷さんに「過去は変えられないけど、未来は変えられる
と思うし、命を大切にしようと思います」と話すと、小谷さんは「平和の大切
さが伝わったのね。良かったわ」と笑顔で応えていました。
　感受性の強い子は気持ちの整理をするのに少し時間がかかったようです
が、最後に心に響いたことを新聞にまとめていました。

被爆体験を伝える勇気と愛に感動しました！被爆体験を伝える勇気と愛に感動しました！
株式会社千葉日報社・コープみらい共催

八千代市原爆被爆者の会

中村　紘さん

原爆の話はとても
こわかったです。

次は私たちが伝えて
いかないといけない。

ウクライナの子どもたちは
悲劇をうけて親とも離れて
生活しているのが
かわいそう。

戦争は原子爆弾を
落とされて人々が多く
亡くなり、ヤケドをしたり、
ケガをしたりして悲しかった。

戦争はダメだ。

戦争の話は私たち親が子どもに伝えることは
なかなか難しく、今回このような機会があることを知り、
目をそむけたいけれど、向き合いたいと思い参加しました。

ただ、あまりにもつらすぎて、伝えることの難しさを感じました。
でも今回参加したことで、わが子は絶対に戦争を肯定しない

だろうと確信しました。

まず親である私自身がしっかりと
平和のバトンを受け取らなければ

いけないと感じました。 語り部は生き証人だから一人一人
から聞いたことは宝物になります。

戦争を体験された方のお話や資料は
機会があれば聞いたり見たりしてきたのですが、

それでも何度聞いてもショックであり、
それと同時にそれでも伝えてくださる方の思い、

情熱、その背後にあるものを感じ、
圧倒されるようでした。大切なこと、

心に蓄えたようでした。

当日の様子は　
こちらから

▲

子どもたちが作った　
平和新聞は　
こちらから

▲

子ども記者の皆さんが作成した新聞の一部を紹介します

子どもの感想

親の感想

問い合わせ コープみらい千葉県本部　参加とネットワーク推進部　TEL 0120-925-036　9時～17時（土・日・祝日休み）

メモも取りながら

話に集中！
アドバイスを受け
ながら新聞作り！

心に響いたことが

たくさんあった！

　広島で被爆した中村さん
は戦争やいじめなどで命を落
とす人がいる中で「命は自分た
ちが使える時間です。命を大切

にするために自分たちに何ができるかを考えてほし
い。若いみんなに命を大切にする平和のバトンは渡し
たよ！」とメッセージを伝えました。その言葉が心にし
みたのかメモに取る姿がありました。

八千代市原爆被爆者の会
小谷　孝子さん

　被爆体験を語ってくれる
小谷さんが腹話術の人形

「あっちゃん」と登場するとパ～っ
と明るくなってみんなもニコニコの

笑顔になりました。小谷さんが「あっちゃん」に語りかける
ように、今でも覚えている苦しかった日の出来事から話し
出すと、初めて聞く話に少しとまどっているようでしたが、
みんな真剣に聞き入っていました。

千葉県ユニセフ協会
福本　朋子さん

　ユニセフの福本さんからは、
「募金は子どもたちの支援に使
われています」と募金の使われ方
と、戦禍でつらい思いをしているウ

クライナの子どもたちの状況が伝えられました。それを
聞いた子は母親に「かわいそうだね」とそっとつぶやいて
いました。
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